
教科及び教科の指導法に関する科目（中学校） 

 

「社会科（公民科）教育法２」 

 

社会科教育・鴛原 進 

 

 

１．授業の基本情報・概要 

 

(1)授業担当者と受講者 

担当者：鴛原 進 

履修者合計：３７人 

教育学部：２２人 

法文学部：１５人 

 

(2)授業の到達目標 

（１）学生が、社会認識教育の授業理論

を考え，授業を分析，説明できる。 

（２）学生が、中学校社会科公民的分野

および高等学校公民科の学習指導案を作成・

分析し，教材研究をし，模擬授業を実施しそ

れを検討できる。 

 

(3) 授業概要 

第１回：中学校社会科・高等学校公民科

の授業とは 

第２回：中学校社会科公民的分野の学習

指導案の作成と教材研究の在り方 

第３回：高等学校公民科の学習指導案の

作成と教材研究の在り方 

第４回：教材研究の深化に向けて（中学

校社会科公民的分野を中心に） 

第５回：教材研究の深化に向けて（高等

学校公民科公共を中心に） 

第６回：教材研究の深化に向けて（高等

学校公民科倫理を中心） 

第７回：教材研究の深化に向けて（高等

学校公民科政治・経済を中心） 

第８回：社会科学習指導案作成と情報機

器及び教材の活用の検討（中学校社会科公民

的分野を中心に） 

第９回：公民科学習指導案作成と情報機

器及び教材の活用の検討（高等学校公民科公

共を中心に） 

第１０回：公民科学習指導案作成と情報

機器及び教材の活用の検討（高等学校公民科

倫理／政治・経済を中心に） 

第１１回：模擬授業と検討（中学校社会

科公民的分野：財政の支出／国家の収入を中

心に）（日本税理士会連合会教員養成大学寄

附講座） 

第１２回：模擬授業と検討（高等学校公

民科公共：税の歴史を中心に）（日本税理士

会連合会教員養成大学寄附講座） 

第１３回：模擬授業と検討（高等学校公

民科倫理を中心に） （実地指導講師） 

第１４回：模擬授業と検討（高等学校公

民科政治・経済を中心に）（実地指導講師） 

第１５回：公民教育における発展的学習

と情報機器の活用、最終課題の説明及びまと

めと振り返り 

 

２．授業評価・授業研究の内容 

 

 最終課題提出時に、ＤＰ対応調査を教育学

部履修者 22 人に依頼し、14 人が回答した。 
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個数 / 知識・理解：教育と教職に関す

る確かな知識と，得意とする分野の専

門的知識を修得している。
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個数 / 技能：教育活動に取り組むため

の十分な技能を身につけている。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．総括 

 

 この講義においては、今年度も、学外組織

や人物と連携した。従前の実地指導講師（愛

媛県立高等学校・教頭）、愛媛県選挙管理委

員会に加えて、日本税理士会連合会教員養成

寄附講座により、税務署（税務官）や税理士

の方々の話や教材化への視点を学ばせること

ができた。 

 それを踏まえ、学生の自主的・自発的活動

へ進める手立て（それは、真に自発的なの

か？）も必要になってくる。 
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1 とてもそう思う 2 ある程度そう思う

個数 / 思考・判断・表現：教育現場で生じている

さまざまな現代的諸課題について，専門的な知見

をもとに，その対応方策を理論に基づいて総合的

に考え，その過程や結果を適切に表現すること…
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個数 / 関心・意欲・態度：教師としての使命感や

責任感を持ち，自己の課題を明確にして理論と実

践とを結びつけた主体的な学習ができ，自主的に

社会に貢献しようとする。
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個数 / この授業で出された課題や予習・復習のた

めに，授業時間外に費やした学習時間は平均で一

週間に何時間程度ですか。
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個数 / この授業で出された課題や予習・復習をお

こなうこと以外の理由で，この授業に関連して時

間外に費やした学習時間は平均で一週間に何時間

程度ですか。
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個数 / この授業を受けて，自分で自発的に読んだ

本や論文の数はいくつですか。ない場合は0とご

入力ください。
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個数 / この授業をきっかけにして取り組んだ，教

育実践や授業時間外での制作等の自発的活動は何

件ありますか。ない場合は0とご入力ください。


